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下
肢
静
抵
は
皮
膚
の
下
の
浅

い
箇
所
に
あ
る
表
在
静
脈
が
拡

張
蛇
行
し
て
「
ぽ
こ
ぽ
こ
浮
き

出
て
」
見
え
る
叢
で
す
。
血
液

の
逆
流
を
防
ぐ
静
脈
弁
が
う
ま
く

働
か
ず
血
液
が
逆
流
し
、
う
っ
滞

す
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。
男

女
と
も
駕
に
ょ
り
増
加
し
ま
す

が
、
特
に
女
性
に
多
く
、
妊
娠
や

゛
)
、

需
)
が
あ
り
ま
す
。

血
管
外
科
、
一
般
外
科
の
ほ

皮
膚
症
状
が
強
い
場
合
は
皮

)
、庚
形
成
外
科
が
票
し
ま
す
。

下
肢
の
痛
み
が
主
な
場
合
は
整

形
外
科
が
窓
口
に
な
る
で
し
ょ

う
。
下
肢
静
脈
瘤
は
適
切
な
治
療
を

行
え
ぱ
改
善
か
期
待
で
き
ま
す
。

症
状
は
だ
る
ミ
ほ
て
り
、
む

く
み
、
か
ゆ
み
、
痛
み
、
就
寝
時

の
こ
む
ら
返
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
長
時
問
立
っ
た
後
や
夕
方
に

目
覚
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
静
脈
の
膨
ら
み
の
程
度
と
症

状
の
強
さ
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま

せ
ん
。
重
症
化
す
る
と
脂
肪
皮
膚

希
症
、
皮
膚
炎
、
く
る
ぶ
し
の

冨冨

冨
巨

=▼

日
常
生
活
見
直
し
、
適
切
な
治
療
を

目
■

出
産
を
き
っ
か
け
に
発
症
す
る
例

が
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
閉
経
後

の
体
重
増
加
は
う
っ
血
を
助
長

加
齢
に
佳
っ
肥
満
や
膝
関
躯
に

よ
る
杢
薩
害
は
下
肢
の
「
筋
ポ

ン
プ
作
胆
を
低
下
さ
せ
静
脈

の
流
れ
は
さ
ら
に
停
滞
し
ま
す
。

長
時
間
の
立
ち
仕
事
も
要
因
に
な

り
ま
す
。

る
ー
な
ど
日
常
生
活
の
見
直
し
が

重
要
で
す
。

そ
の
上
で
①
圧
迫
療
法
Π
弾
性

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
程
包
帯
で
圧

迫
し
、
う
っ
血
や
逆
流
を
防
ぐ
②

硬
化
疾
N
静
脈
瘤
に
硬
化
剤
を

注
入
し
、
血
管
を
癒
着
・
硬
化
さ
し
ょ
う

世
る
③
手
得
療
盆
管
内
続

裾
、
静
脈
抜
去
術
一
局
位
結

上
方
の
肌
が
く
す
ん
だ
よ
う
に
見

え
る
色
素
沈
着
静
脈
う
っ
一
程

か
い
宮

潰
癌
(
侮
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

治
療
の
目
的
は
①
症
状
の
改
善

貿
膚
炎
や
傷
を
治
す
③
見
た
目

の
改
善
1
で
す
。
ま
ず
長
時
間
の

立
位
を
避
け
る
▽
羅
時
に
下
肢

を
高
く
上
げ
る
▽
肥
満
を
解
消
す

た
だ
年
齢
や
生
活
習
慢
職
業
に

よ
り
経
過
は
異
な
り
、
仕
事
や
生

活
環
境
も
含
め
て
治
療
方
針
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

(
長
京
泰
子
ι
往
星
串
央
区

翌
戸
大
病
院
認
が
ん
医
療
・
研

究
セ
ン
タ
ー
形
成
外
科
験
責
任

医
師
)
◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

神戸新聞社 令和》年2月/ぢ日(日)

あなたが下肢(1如のだるさやむくみ、血

管が浮き出るといった症状ιご悩んでいるとす
1 -

れぱ、「下肢静脈瘤」と呼ぱれる病気かも

しれません。国内に1千万人以上の患者がい

ると推定されている同疾病について、専門医

に聞きました。

朝刊

^
画
冒


